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2Vの入力電圧で動作する低ドロップアウト550kHz
DC/DCコントローラ － デザインノート 208
San Hwa Chee

LTC®1622は、ハンドヘルド型携帯用アプリケーションの
サイズ条件を容易に満足する小型MSOPパッケージの多用
途高効率降圧コントローラです。高周波動作（550kHz）に
より、小型の磁気部品が使用でき、実装面積の少ない完全
な電源ソリューションを提供します。さらに小型の磁気部
品使用のために、LTC1622は750kHzまで同期可能です。
動作入力電圧範囲が広いため（2V～8.5V）、このデバイスに
は1個または2個のリチウムイオン・バッテリ、あるいは2
～6セルのNiCdおよびNiMHバッテリ・パックから電源を供
給することができます。

LTC1622は、優れたACおよびDCロード・レギュレーショ
ン、ライン・レギュレーションを提供する定周波数電流モー
ド・アーキテクチャを採用しています。OPTI-LOOPTM補償
によって過渡特性を最適化することができ、低ESRの制限な
どCOUTに対する制約はありません。バースト・モードTM動
作により低負荷電流時の効率が改善され、また100%の
デューティ・サイクルにより低損失動作が可能なため、バッ
テリ駆動システムの動作時間が延長されます。ピーク・イン
ダクタ電流は外部センス抵抗によって設定され、特定のアプ
リケーションに合わせて設計を最適化することができます。

2.5V、4A降圧DC/DCコンバータ
図1にハンドヘルド・コンピュータに電源を供給するのに
使用可能なアプリケーションを示します。4Aの出力電流を
供給し低損失動作を確実にするセンス抵抗が選択されてい

ます。短絡保護には、ITHピンとVOUTの間に低コストのダ
イオード(D2)が接続され、電流フォルドバックを提供しま
す。

さらに、帰還ピンの電圧が0 . 3 V以下に低下すると、
LTC1622の動作周波数は110kHzに低下します。この機能
によって、確実にインダクタの全エネルギーが各サイクル
の終了時に完全に消費されるようにし、過剰なインダクタ
電流が流れるのを防止します。

このアプリケーションでは外部PチャネルMOSFETに大き
な電流が流れるため、MOSFETが適切な熱伝導で放熱でき
ることが不可欠です。

図2に効率曲線を示します。3V入力時に、0.5A～2Aの負
荷電流で90%の効率が得られます。0.8A～4Aの負荷電流
時に効率は85%以上です。

図3は図1の回路の損失特性、図4は0.1A～4Aの負荷ステッ
プ応答を示します。負荷ステップ時の出力電圧の偏差を
100mV以下にするために、この回路には低ESRの出力コン
デンサが選択されています。電圧偏差を小さくするため
に、類似コンデンサを既存のコンデンサと並列に接続する
ことができます。

　 、LTC、LTはリニアテクノロジー社の登録商標です。
OPTI-LOOPとバースト・モードは、リニアテクノロジー社の商標です。

図1. 2.5V/4A降圧コンバータ 図2. 効率と出力負荷電流
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図3. 図1の損失特性

図4. 負荷ステップ応答(0.1A→4A)

「Zeta」昇降圧コンバータ
入力電圧範囲が4.2V～2.7V（リチウムイオン・バッテリ
1個）で、出力が3.3VのアプリケーションにはZetaコンバー
タが必要です。Zetaコンバータは、入力電圧が出力電圧よ
り高いときは入力電圧を降圧し、入力電圧が出力電圧より
低いときは入力電圧を昇圧します。図5は出力電流容量が
1Aの回路です。インダクタL1AおよびL1Bは実際には１つ
のパッケージに収められており、表示された極性で接続さ
れます。この場合もダイオードD2は、短絡電流を制限する
ために使用されます。また、MOSFETの放熱のために必ず
十分な銅箔面積を設けてください。

図5. Zetaコンバータ(3.3V、1A)

図6は、入力電圧が3V、3.7V、4.2Vの場合の効率です。図
7に50mAから700mAの負荷ステップに対する応答を示し
ます。負荷ステップ時の出力電圧偏移を低く維持するため
に、低ESRの出力コンデンサを1個使用しています。

図6. 効率と出力負荷電流

図7. 負荷ステップ応答(50mA→700mA)
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